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1. はじめに 

本書は、RT ミドルウェア上で動作する RT コンポーネント「音声合成コンポーネント」の使い方に

ついて説明します。 

 

2. 概要 

音声合成コンポーネントは入力された文字列から音素情報を含んだ音声波形データファイルを

生成し、出力します。 

 

3. 開発・動作環境 

音声合成コンポーネントの開発・動作環境を示します。『表１ 開発・動作環境』に示すライブラリ、

ツールをあらかじめインストールしておいてください。 

OS Ubuntu 10.04 WindowsXP SP3 

開発ツール gcc 4.4.3 (Ubuntu 4.4.3-4ubuntu5) Visual C++ 2008 Express Edition 

使用ライブラリ 
・OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE 

・libstdc++.so.5 
・OpenRTM-aist-1.0.0-RELEASE 

使用ツール 

・eclipse（RTSystemEditor にて使用） 

・wavplay（テストコンポーネントにて使用） 

・XIMERA 

・eclipse（RTSystemEditor にて使用） 

・XIMERA 

表表表表    1111    開発･動作環境開発･動作環境開発･動作環境開発･動作環境    

    

4. 制限事項 

今回リリースした音声合成コンポーネントは動作についての制限事項は以下となっております。 

� 音声合成実行時の文字列はコアモジュールの動作環境に合せる必要があります。Ubuntu

版では文字コード『EUC-JP』に対応しています。 

� wavplay ： http://wavplay.sorceforge.net/ 

Ubuntu 版のテストコンポーネント OutSpeakWaveComp は wavplay を使用しています。 

コンポーネントを動作させるには wavplay をインストールしてください。 
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5. 音声合成コンポーネントの使用方法 

本章では音声合成コンポーネントの使用方法を、テストコンポーネントを使って説明します。 

 

5.1. コンポーネントの起動 

各コンポーネントの起動方法を説明します。 

1) コンポーネントの起動準備 

コンポーネントの起動は『表２ コンポーネント実行環境』の【任意のディレクトリ】で行って下

さい。 

 

【任意のディレクトリ】   

├ M231SpeakComp  音声合成コンポーネント 

├ M231SpeakTestInComp テストコンポーネント① 

├ OutSpeakWaveComp       テストコンポーネント② 

├ rtc.conf   コンフィグファイル 

└ 【Ximera】   音声合成コアモジュール 

   ├ 【bin】 

   ├ 【doc】 

   ├ 【sdk】 

   ├ 【setupbin】 

   ├ 【stmd】 

   └ 【xdata】 

表表表表    2222    コンポーネント実行コンポーネント実行コンポーネント実行コンポーネント実行環境環境環境環境    

 

※モジュール起動ディレクトリから[Ximera]ディレクトリ内のファイルを相対パスにて参照して

います。[Ximera]ディレクトリ、及び配下のサブ・ディレクトリ、ファイルへの相対パスが変わらな

いようにしてください。 
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2) 接続 

RTSystemEditor を起動し各コンポーネントを次の図のように接続します。 

 

 

図図図図    1111    コンポーネント接続図コンポーネント接続図コンポーネント接続図コンポーネント接続図    

 

3) 起動・設定 

RTSystemEditor の右クリックメニューから All Activate を選択します。 

 

＜Ubuntu10.04 の場合＞ 

テストコンポーネント③『M231SpeakTestInComp』を起動したターミナルで 

ターミナルの文字コードの設定を、日本語（EUC-JP）に設定します。 

※Ｐ.4 の制限事項を参照 

 

音声合成コンポーネント『M231SpeakComp』を起動したターミナルで 

ターミナルの文字コードの設定を、日本語（EUC-JP）に設定します。 

※Ｐ.4 の制限事項を参照 
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5.2. コンポーネントの実行 

各コンポーネントの実行・操作方法を説明します。 

1) テストコンポーネント①『M231SpeakTestInComp』を起動しているターミナルに『図２ テスト

コンポーネント①（M231SpeakTestInComp） 実行画面』のような入力選択画面が表示され

ます。ここでまず、“1”と入力し、つぎに“10”と入力します。 

実行すると“Please input text:”と表示されますので、ここに発話させたい文章を入力します。 

 

図図図図    2222    テストコンポーネント①（テストコンポーネント①（テストコンポーネント①（テストコンポーネント①（M231SpeakTestInCompM231SpeakTestInCompM231SpeakTestInCompM231SpeakTestInComp））））    実行画面実行画面実行画面実行画面    

 

 

2) 音声合成コンポーネント『M231SpeakComp』を起動しているターミナルに、テストコンポーネ
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ント①『M231SpeakTestInComp』から受信した文字列が表示されます。そして、音声合成処

理後に音声波形データファイルをテストコンポーネント②『OutSpeakWaveComp』に出力しま

す。実行すると、『図３ 音声認識コンポーネント（M231SpeakComp） 実行画面』のように表

示されます。 

 

 

図図図図    3333    音声合成コンポーネント（音声合成コンポーネント（音声合成コンポーネント（音声合成コンポーネント（M231SpeakCompM231SpeakCompM231SpeakCompM231SpeakComp））））    実行画面実行画面実行画面実行画面    
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3) テストコンポーネント②『OutSpeakWaveComp』を起動しているターミナルで、音声合成コン

ポーネント『M231SpeakComp』から受信した音声波形ファイルが出力（再生）されます。また、

受信した音素情報が、『図４ テストコンポーネント②（OutSpeakWaveComp） 実行画面』の

ように表示されます。 

 

図図図図    4444    テストコンポーネント②（テストコンポーネント②（テストコンポーネント②（テストコンポーネント②（OutSpeakWaveCompOutSpeakWaveCompOutSpeakWaveCompOutSpeakWaveComp））））    実行画面実行画面実行画面実行画面    

以上 


